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ま
し
た
。

　

「
産
・
育
休
業
代
替
の
正
職
員
配
置
」
に

関
し
て
は
、「
婦
人
部
の
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト

で
『
妊
娠
し
た
ら
職
場
に
迷
惑
が
か
か
る
』

な
ど
の
声
に
当
局
も
驚
き
を
隠
せ
な
い
」

（
富
田
林
）
や
、「
保
育
士
で
産
・
育
休
が

重
な
る
職
場
に
は
正
規
職
員
の
加
配
を
と
の

考
え
方
を
引
き
出
し
た
」（
吹
田
）
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
書
記
部
会
か
ら
は

「
書
記
自
身
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け
る
た

め
に
、
学
習
・
交
流
会
や
単
組
訪
問
を
し
て

い
る
」
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
と
と
も
に
声
を
あ
げ
て

住
民
と
と
も
に
声
を
あ
げ
て

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
た
か
い

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
た
か
い

　

依
然
と
し
て
続
く
学
童
保
育
の
民
間
委
託

に
は
「
民
間
委
託
が
決
定
し
た
が
、
今
後
も

指
導
員
が
団
結
し
、
保
護
者
と
一
緒
に
労
働

条
件
改
善
と
市
の
直
営
を
求
め
る
」（
守

口
）、「
企
業
参
入
で
３
年
ご
と
に
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
が
実
施
さ
れ
指
導
員
の
雇
用
が
不
安
定

に
。
こ
れ
で
は
保
育
水
準
が
維
持
で
き
な

い
。
や
は
り
公
設
公
営
で
」（
東
大
阪
）
な

ど
、
住
民
要
求
に
よ
り
添
っ
て
公
設
公
営
を

と
り
も
ど
す
決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

標
の
８
割
に
到
達
、
組
合
員
の
い
な
い
職
場

で
も
応
え
て
く
れ
た
。
引
き
つ
づ
き
達
成
め

ざ
す
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

維
新
型
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う

維
新
型
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う

民
主
的
自
治
体
づ
く
り
に
全
力

民
主
的
自
治
体
づ
く
り
に
全
力

　

「
維
新
市
政
の
『
何
で
も
民
営
化
』
で
、

災
害
時
の
体
制
も
確
保
で
き
な
い
。
来
秋
の

ダ
ブ
ル
選
で
大
阪
市
を
住
民
の
手
に
取
り
戻

す
」（
市
労
組
）、「
松
井
知
事
は
台
風
直
後

に
万
博
誘
致
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
。
カ
ジ

ノ
・
万
博
よ
り
も
安
全
・
安
心
の
大
阪
を
！

の
声
を
広
げ
る
」（
府
職
労
）、「
人
口
比
で

日
本
一
少
な
い
職
員
を
め
ざ
す
現
市
政
で
は

災
害
に
対
応
で
き
な
い
。
来
年
の
市
長
選
で

維
新
市
政
を
終
わ
ら
せ
た
い
」（
守
口
）、「
市

長
の
不
当
労
働
行
為
は
昨
年
勝
利
和
解
し
た

が
、
労
使
合
意
な
し
の
賃
金
カ
ッ
ト
は
継
続

中
。
来
年
の
市
長
選
で
民
主
主
義
を
取
り
戻

す
」（
泉
佐
野
）、
最
後
に
枚
方
市
職
労
か
ら

も
「
組
合
機
関
紙
へ
の
不
当
介
入
に
加
え
、

現
業
職
場
の
民
営
化
が
進
行
。
大
阪
か
ら
維

新
政
治
の
追
放
を
」
と
の
維
新
型
政
治
に
終

止
符
を
打
つ
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

域
化
に
つ
い
て
は
「
災
害
時
を
想
定
す
る

と
、
市
町
村
の
自
己
水
源
が
必
要
」（
公
企

評
）
と
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
り

働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
り

住
民
の
た
め
に
い
い
仕
事
が
し
た
い

住
民
の
た
め
に
い
い
仕
事
が
し
た
い

　

人
手
不
足
が
常
態
化
す
る
中
、「
本
庁
の

超
勤
実
態
を
調
査
。
訪
問
活
動
の
継
続
と
超

勤
の
多
い
職
場
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」

（
富
田
林
）、
さ
ら
に
「
労
使
協
定
を
も
と

に
粘
り
強
く
交
渉
し
、
３
年
ぶ
り
に
校
務
員

の
新
規
採
用
が
実
現
」（
八
尾
）
と
の
成
果

が
、
保
育
部
会
か
ら
は
「
保
育
合
研
で
の
つ

な
が
り
を
い
か
し
、
保
育
署
名
に
取
り
組
み

労
働
条
件
改
善
や
制
度
拡
充
め
ざ
す
」
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
任
期
付
短
時

間
制
度
が
学
童
保
育
に
導
入
さ
れ
て
９
年

目
。
経
験
者
の
一
次
試
験
免
除
な
ど
を
勝
ち

取
っ
た
」（
茨
木
）
と
の
成
果
が
報
告
さ
れ

し
て
加
入
が
」（
市
労
組
）、「
議
案
書
な
ど

で
専
門
用
語
を
な
く
し
『
古
い
・
堅
い
』
の

組
合
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
に
取
り
組
む
」（
堺

病
院
）、「
青
年
が
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
訴

え
て
加
入
率
ア
ッ
プ
」（
岸
和
田
）、
青
年
部

か
ら
「
結
成
30
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
組
織

拡
大
や
役
員
育
成
に
つ
な
げ
た
い
。
本
部
の

協
力
を
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
務
公
共
か
ら
「
３
年
前
の
年
末
に
突
然

雇
止
め
の
通
告
。
組
合
に
加
入
し
、
雇
用
が

継
続
さ
れ
た
。
今
後
も
仲
間
を
ふ
や
し
て
格

差
是
正
を
め
ざ
す
」（
河
内
長
野
分
会
）
と

の
報
告
と
決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

９
条
改
憲
許
さ
な
い

９
条
改
憲
許
さ
な
い

３
０
０
０
万
署
名
の
達
成
め
ざ
す

３
０
０
０
万
署
名
の
達
成
め
ざ
す

　

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
の
３
０
０
０
万
署
名
に
つ

い
て
は
、
東
大
阪
か
ら
「
１
人
10
筆
、
保
育

所
支
部
で
は
１
人
30
筆
の
目
標
を
も
ち
、
目

賃
金
カ
ッ
ト
や
制
度
改
悪
の

賃
金
カ
ッ
ト
や
制
度
改
悪
の

強
行
は
許
さ
な
い

強
行
は
許
さ
な
い

　

「
労
使
合
意
を
無
視
し
て
、
地
域
手
当
と

退
職
金
削
減
を
申
し
入
れ
て
き
た
が
、
団
結

の
力
で
押
し
返
し
た
」（
門
真
）、
り
ん
く
う

病
院
労
組
か
ら
は
「
労
使
合
意
の
な
い
賃
金

カ
ッ
ト
が
強
行
さ
れ
た
。
労
基
署
か
ら
是
正

勧
告
を
受
け
た
が
市
長
は
無
視
、
労
働
条
件

は
労
使
で
決
め
る
と
の
原
則
を
取
り
戻
す
た

め
、
病
院
を
相
手
に
提
訴
に
ふ
み
き
っ
た
」

と
の
力
強
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

非
正
規
・
公
共
関
係
労
働
者
の

非
正
規
・
公
共
関
係
労
働
者
の

均
等
待
遇
や
処
遇
改
善
へ

均
等
待
遇
や
処
遇
改
善
へ

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
は
、

問
題
の
本
質
を
お
さ
え
た
上
で
、「
組
合
独

自
で
賃
金
試
算
や
学
習
会
を
開
催
、
組
合
加

入
に
も
つ
な
げ
て
い
る
」（
堺
）、「
経
験
加
算

や
地
域
手
当
・
一
時
金
の
賃
金
反
映
を
実
現

す
る
取
り
組
み
の
強
化
を
」（
吹
田
関
連
）、

「
思
い
や
願
い
を
『
私
の
仕
事
実
態
レ
ポ
ー

ト
』
に
ま
と
め
た
。
身
分
と
労
働
条
件
の
改

善
の
た
め
に
、
交
渉
な
ど
で
活
用
し
て
ほ
し

い
」（
関
連
評
）
と
の
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

　

堺
市
職
労
か
ら
は
「
派
遣
労
働
者
の
待
遇

確
保
と
常
用
代
替
防
止
の
立
場
で
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。
要
求
実
現

に
つ
な
げ
た
い
」
と
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
吹
田
水
労
か
ら
は
「
工
事
の
設
定
金
額

が
低
い
。
公
契
約
で
中
小
企
業
支
援
を
」
と

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

自
ら
語
り
仲
間
を
増
や
す

自
ら
語
り
仲
間
を
増
や
す

今
こ
そ
職
場
に
組
合
の
姿
を

今
こ
そ
職
場
に
組
合
の
姿
を

　

「
要
求
の
多
数
派
め
ざ
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

や
全
職
員
共
同
署
名
に
取
り
組
み
、
組
合
員

数
を
上
回
る
集
約
数
に
。
引
き
続
き
日
常
活

動
の
強
化
を
」（
羽
曳
野
）、「『
仲
間
づ
く
り

委
員
会
』
を
月
１
回
開
催
、
自
治
労
連
共
済

の
充
実
し
た
内
容
も
あ
り
３
月
か
ら
５
か
月

連
続
で
新
規
加
入
が
」（
豊
中
）、「
職
場
の

が
ん
ば
り
で
４
月
か
ら
毎
月
加
入
者
が
」

（
泉
佐
野
）
と
の
う
れ
し
い
報
告
が
。

　

青
年
の
仲
間
づ
く
り
、
次
世
代
育
成
で
は

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
取
り
入
れ
、
楽

し
く
学
べ
て
主
体
的
に
な
れ
る
」（
府
職

労
）、「
パ
ン
フ
を
作
り
直
し
、
新
歓
パ
ー
テ

ィ
を
開
催
。
そ
の
後
の
誘
え
る
企
画
を
計
画

▼
執
行
委
員
長　

荒
田
功
（
東
大
阪
市
職

労
）
▼
副
執
行
委
員
長　

小
山
光
治
（
大
阪

府
職
労
）
／
竹
中
道
子
（
大
阪
府
職
労
）
／

田
所
賢
治（
大
阪
市
労
組
）
／
丹
野　

優（
堺

市
職
労
）
／
中
島
早
登
司（
寝
屋
川
市
職
労
）

▼
書
記
長　

小
山
国
治
（
大
阪
府
職
労
）
▼

書
記
次
長　

丹
羽
野
和
夫
（
吹
田
市
職
労
）
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島自治労連／山口自治労連／徳島自治労連／高知自治労連／自治労連愛媛県本部／自治労連近畿地方ブロック協議会／大阪公務公共関連労働組合共闘会議／大阪労連大阪市地区協議会・豊能地区協
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協会／自由法曹団大阪支部／日本国民救援会大阪府本部／憲法改悪阻止大阪府各界連絡会議／大阪市をよくする会／日本共産党大阪府議会議員団／日本共産党大阪市会議員団／新日本婦人の会大阪

大会に寄せられた
メッセージ・祝電
（順不同・敬称略）
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カ連帯委員会／日本コリア協会・大阪／大阪平和委員会／日本ベトナム友好協会大阪府連合会／民主主義と人権を守る府民連合／大阪府市町村職員共済組合／大阪府市町村職員年金者連盟／社会福祉施設経営者同友会／堺市長　竹山修
身／岸和田市長　永野耕平／吹田市長　後藤圭二／泉大津市長　南出賢一／貝塚市長　藤原龍男／枚方市長　伏見隆／茨木市長　福岡洋一／八尾市長　田中誠太／泉佐野市長　千代松大耕／富田林市長　多田利喜／寝屋川市長　北川法
夫／河内長野市長　島田智明／和泉市長　辻ひろみち／羽曳野市長　北川嗣雄／摂津市長　森山一正／高石市長　阪口伸六／交野市長　黒田実／大阪狭山市長　古川照人／阪南市長　水野謙二／島本町長　山田紘平／能勢町長　上森一
成／熊取町長　藤原敏司／岬町長　田代堯／河南町長　武田勝玄／大阪府市長会会長　阪口伸六／大阪府町村長会会長　松本昌親／大阪市市民局ダイバーシティ推進室長　山本功人

日本自治体労働組合総連合書記長　中川悟さん／
全大阪労働組合総連合議長　菅義人さん／大阪自
治労連弁護団　豊川義明さん／大阪自治体問題研
究所理事長　中山徹さん／日本共産党参議院議員
　辰巳コータローさん／近畿労働金庫大阪地区本
部本部長　江川光一さん、事務局長　東中健悟さ
ん／近畿労働金庫梅田支店　松山智治さん／道修
商事株式会社代表取締役　赤﨑辰也さん／大阪の
うたごえ協議会会長　岡邑洋介さん／オレンジ・
システム　石元寿一さん／（株）JTB京阪トラベル
　中城祐二さん／大阪自治労連顧問　徳畑勇さ
ん、大原真さん

ご来賓紹介（順不同）

　

荒
田
委
員
長
は
冒
頭
、
今
年
の
自
治
労
連
大
会
が
堺
市
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
組

合
員
の
協
力
で
成
功
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
度
重
な
る
自
然
災
害
の
被
害
を
紹
介
し
、
自
治
体
と
自
治
体
労
働
者
の
役

割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
安
倍
政
権
や
維
新
型

政
治
が
国
民
に
背
を
向
け
て
い
る
今
こ
そ
、
私
た
ち
自
治
体
労
働
者
は
、「
全
体
の

奉
仕
者
」
と
し
て
、
住
民
に
寄
り
添
い
、
憲
法
が
く
ら
し
の
す
み
ず
み
へ
行
き
渡
る

た
め
に
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
団
結
し
、「
だ
れ
も
が
８
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
い

く
ら
し
が
で
き
る
」
こ
の
合
意
と
運
動
を
広
げ
よ
う
。
そ
し
て
、
来
年
結
成
30
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
運
動
を
さ
ら
に
大
き
く
前
進
さ
せ
よ
う
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

人
員
増
や
し
て
災
害
時
に

人
員
増
や
し
て
災
害
時
に

役
割
果
た
せ
る
体
制
を

役
割
果
た
せ
る
体
制
を

　

２
日
間
で
45
人
が
発
言
し
ま
し
た
。
地
震

や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、「
職

員
数
が
本
当
に
少
な
い
。
災
害
に
対
応
で
き

る
正
規
職
員
の
増
員
な
ど
を
申
し
入
れ
た
」

（
高
槻
）、「
人
員
体
制
の
保
障
と
職
員
の
健

康
と
安
全
の
体
制
づ
く
り
を
」（
和
泉
）
な

ど
、
職
場
の
実
態
と
取
り
組
み
の
報
告
が
相

次
ぎ
、
現
業
評
議
会
か
ら
は
「
即
座
に
対
応

で
き
る
現
業
労
働
者
の
専
門
性
が
不
可
欠
」

と
の
発
言
が
。
ま
た
、
命
の
水
・
水
道
の
広

私たち私たちはは「全体の奉仕者」「全体の奉仕者」
憲法いかす最前線に憲法いかす最前線に

２
０
１
９
年
度
の
役
員

２
０
１
９
年
度
の
役
員


